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【背景】強度輸送方程式（Transport of Intensity 

Equation, TIE）に基づく位相計測法[1]は，物体

からの距離が異なる複数枚の強度画像から位

相画像を回復できるが，一般的にはこれらの画

像を逐次記録するため，動く物体に適用が困難

である．我々は，これらの画像を一度に記録す

る，並列 TIE法（Parallel TIE, PTIE）を提案し

ている[2]．本研究では，PTIE 法によるシング

ルショット位相イメージングを実証した． 

【実験および結果】物体からの光をビームスプ

リッター(BS)で分割し，一方の光を 0°直線偏光，

他方を 90°直線偏光とした．0°直線偏光の光路

長は 90°直線偏光の光路長よりもΔz 長い．こ

れらの光を BSで同軸に合波し，偏光イメージ

ングカメラで記録した．記録画像から同偏光成

分を抽出，欠落画素を補間し，二枚の強度画像

を得る．これらを用いて TIE法の計算を適用し，

位相画像を得た．LED からの光をコリメート

し，レンズアレイを通過させた光を物体光とし

た．レンズの仕様から計算で得た位相画像と実

験でΔz = 4 mmによって求めた位相画像を図1

に示す．レンズ中央を通過した光の位相値は，

計算では 114 rad，実験ではΔz が 4 mmで 102 

radで，計算結果とほぼ一致した． 

    

図 1. 位相画像．(a)計算結果，(b)実験結果． 
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